
 

 

平成 21 年 1 月 11 日（日） 

                           ＮＰＯ法人 里山研究会 会員 伊藤恭造 

                                     武田隆治 

              《冬の里山》 

 

        “山眠る”里山のくらし“ 

 

～ 猛暑の夏 濃い緑で涼しさを与えてくれた里山の木々は  

冬になって葉を落としたものの じっと力を蓄えております ～ 

 

昭和の初め、横浜市内には数千の「谷戸」があったと云われております。 

しかしその後、都市化と共にその多くが姿を消してしまいました。 

この「四季の森公園」では田んぼや池、湿原を雑木林が囲む園内で古（いにしえ）を偲ぶことが 

出来、失った風景への邂逅が、明日への活力を与えてくれます。 

 

～ コースで観られる樹木 ～ 

・ケヤキ ・タチカンツバキ ・コマユミ ・エゴノキ ・クロモジ ・ウワミズザクラ  

・コナラ ・ニガキ・シラカシ ・カマツカ（ウシコロシ） ・シロダモ ・ミズキ  

・ ムクノキ ・イヌザクラ ・ヤマザクラ 

 

・クヌギ・ムラサキシキブ ・ヤブツバキ  

・サンシュユ ・ミツマタ・ロウバイ・ハナノキ・ニシキギ・マンサク 

 

 

～ 里山のくらし ～     食料、燃料、肥料づくり 

 

               

『季節のことのは』 

・星霜（せいそう）・ 冬ざれ・冬枯れ・冬籠り・冬の奥・鐘氷る 

・山眠る ～ 冬の山は、葉っぱを落として静かに眠る。どの季節よりもどっしり構えている。 
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縁起の良い植物 

 

         

  

    マンリョウ （万両）               センリョウ（千両） 

 

 

      

百両（カラタチバナ）         十両（ヤブコウジ） 

  

  

一両（アリドウシ） 

 

（平成 21 年 1 月 11 日：里研・自然観察資料） 
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たいへんよく似た姿をしていますが、植物学的には、センリョウだけが 

センリョウ科で葉の上に赤い実をつけ、ほかはすべてヤブコウジ科で葉の下に 

実をつけます。 

 

シロダモの花と実 

 

 

       実は「どんぐりのなるマテバシイ」同様、翌年に熟するので 

      花と実が一緒に見られます。 

 


